
　
ま
た
、
こ
ま
め
な
休
憩
と
水
分

補
給
を
心
掛
け
る
こ
と
も
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
定
期
的

に
水
分
を
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に「
よ
く
眠
れ
た
か
」「
お

食
事
は
と
れ
た
か
」「
体
調
は

ど
う
か
」
な
ど
体
調
管
理
に
も

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
二
次
元

　
コ
ー
ド
を
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
▼

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　
℡
24
・
１
３
８
６

　
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　
℡
43
・
６
６
５
５

※※料金の記載のないものは無料※※
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INFORMATION

お
し
ら
せ

６
月
は
食
育
月
間
で
す

▼
毎
年
6
月
は
「
食
育
月
間
」、

毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」
で

す
。

　

日
頃
の
食
生
活
を
見
直
し
、

少
し
ず
つ
意
識
す
る
こ
と
が

毎
日
の
健
康
へ
つ
な
が
り
ま

す
。
食
育
月
間
や
食
育
の
日
を

き
っ
か
け
に
普
段
の
食
生
活

を
見
直
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
市
で

は
い
し
お
か
健
康
応
援
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
直
し
対
象

6
月
18
日
水 

午
前
10
時

緊
急
地
震
速
報
訓
練

▼
大
地
震
な
ど
の
非
常
事
態
に
備

え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
緊
急

地
震
速
報
訓
練
を
全
国
一
斉

に
行
い
ま
す
。
防
災
ラ
ジ
オ
や

防
災
無
線
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す

の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

放
送
内
容
／
「
緊
急
地
震
速
報
、

大
地
震
で
す
」
※
緊
急
地
震
速
報

の
チ
ャ
イ
ム
音
も
流
れ
ま
す
。

「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ　

　
ア
ラ
ー
ト
）
と
は
／
国
民
保
護　

　
情
報
、
特
別
警
報
、
緊
急
地
震

　
速
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
瞬
時

　
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
　
防
災
危
機
管
理
課

　
℡
23
・
７
２
8
４

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
﹂で
す

人
権
擁
護
委
員
と
は

▼
市
町
村
長
の
推
薦
を
受
け
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民

間
人
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
の
人
権
相
談
を
受
け
、
悩
み

を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
行

う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
種
人
権
相
談
窓
口

①
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
℡
０
５
７
０・０
０
３・１
１
０

②
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
℡
０
１
２
０・０
０
７・１
１
０

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談

　

https://w
w

w
.jinken.go.jp/

①
・
②

開
設
日
／
🈷
～
金
ま
で
の
平
日

相
談
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
ま
で

③
24
時
間

問
　
社
会
福
祉
課
人
権
推
進
室

　
℡
57
・
３
０
１
１

石
岡
市
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会 

委
員
募
集

応
募
資
格
／
次
の
①
～
③
の
す
べ　

　
て
の
条
件
を
満
た
す
人

① 

市
内
に
在
住
す
る
令
和
７
年

１
月
１
日
現
在
で
満
20
歳
以

上
の
人 

② 

年
4
回
程
度
の
協
議
会
に
出

席
が
可
能
な
人
（
平
日
の
昼
間

に
開
催
） 

③ 

市
の
他
の
協
議
会
委
員
な
ど

に
委
嘱
さ
れ
て
い
な
い
人

任
期
／
令
和
７
年
７
月
１
日
～
令

和
9
年
６
月
30
日
ま
で

応
募
方
法
／
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
ほ
か
、
石
岡
保
健
セ

ン
タ
ー
窓
口
に
備
え
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
、

郵
便
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
。

応
募
人
数
／
２
名

応
募
締
切
／
６
月
16
日
🈷

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　
℡
24
・
１
３
８
６

　
　　is-hoken@city.ishioka.lg.jp

本 本

※
詳
し
く
は
二
次
元

　
コ
ー
ド
を
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
▼

熱
中
症
対
策
を

　
　
　
　
し
ま
し
ょ
う

▼
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
室

内
外
で
の
適
切
な
対
策
が
重
要

で
す
。
室
内
で
は
、
エ
ア
コ
ン

や
扇
風
機
を
活
用
し
て
温
度
を

調
節
し
、
日
よ
け
対
策
と
し
て

ブ
ラ
イ
ン
ド
や
簾
を
使
用
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
す
。
屋
外
で

は
、
日
傘
や
帽
子
を
着
用
し
、

日
陰
を
利
用
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



く
ら
し
・
手
続
き

健

康

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
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相

談

相

談

募

集

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

お
し
ら
せ

健

康

地 域 の 力 を 再 発 見

地域おこし協力隊　新規隊員 3 名が着任しました

　令和7年4月1日より、地域おこし協力隊に3名の新規隊員が着任しました。それぞれの経験を活かし、令和7年4月1日より、地域おこし協力隊に3名の新規隊員が着任しました。それぞれの経験を活かし、
地域の魅力発信や活性化に取り組んでいきます。今後の活躍にご期待ください。地域の魅力発信や活性化に取り組んでいきます。今後の活躍にご期待ください。

問人口創出課　℡23-7278

　都市部の住民が地方に移住し、地場産品の開発・販売・PR、農林水産業への従事、住民の生活支援な
どの「地域協力活動」を行い、その地域への定住・定着を図る総務省の取り組みです。

地域おこし協力隊とは

中
な か む ら

村香
か お り

織さん
茅葺き民家と里山保全活用

茨城県高萩市出身。茅葺き屋根を中心とした里山景観の保全や魅力発信、実践
等を目的としたNPO法人を新たに立ち上げることを模索し、各種事業の運営
や企画、情報発信を担う活動を行う。

富
と み た

田嵐
あ ら し

さん
有機農業就農と PR

千葉県銚子市出身。有機農業が盛んな石岡市で、JA や生産者などと連携し、
有機農業の PRや新規就農希望者の増加に資する活動を行いながら、自らも新
規就農を目指していく。

馬
ば ば

場絢
あ や こ

子さん
環境共育および里山生活文化継承

京都府木津川市出身。里山の生活文化を継承するため、自然と共生する暮らし
を実践し、石岡市の自然環境や里山の生活文化を活用した田舎暮らし体験・自
然教育プログラム・イベントの企画、運営を行っていく。

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄


